
八潮らしい街並み景観形成支援補助

○●○令和２年度 完成物件○●○

道路に面した部分の外壁に、壁面見附面積の２０%以上（1階外壁部分）に自

然素材である木を用いることで、木のぬくもりと、経年による色の変化と共に

多彩な表情を楽しむことができます。

また、ウッドデッキやスリットのあるドアを設置することで、屋内外の連

続性をもたらしています。

※無断転載禁止

道路に面した部分のアプローチ部分に曲

線、舗装材の素材（３種類：各素材の使

用面積は、対象面積の５％以上[インター

ロッキング、土間コンクリート、玉砂利

洗い出し]）に配慮し、変化をつけること

で、魅力的な空間を演出しています。

屋外照明を設けることで、夜間

において、暖かみがあり安心で

きる空間をつくりだします。

敷地に接する道路から見える箇所

に2本以上の中木を植栽し、緑豊

かで潤いのある通りを演出してい

ます。

ウッドデッキのような休憩スペー

スを設けることで、屋内外をつな

ぐ、家族の憩いの場を創出してい

ます。


